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家
持
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宴
 
と
 
孤
 
心

島

田

裕

子

一

 
二
年
春
正
月
三
日
に
、
侍
従
・
竪
子
・
王
臣
等
を
召
し
、
内
裏
の
東
の

 
屋
の
垣
下
に
侍
は
し
め
、
即
ち
玉
箒
を
賜
ひ
て
騨
思
し
た
ま
ふ
。
こ
こ

 
に
、
内
相
藤
原
朝
臣
勅
を
奉
じ
宣
り
た
ま
は
く
、
「
諸
王
卿
等
、
堪
に

 
随
ひ
意
の
任
に
歌
を
作
り
井
せ
て
詩
を
賦
せ
よ
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
よ

 
り
て
詔
旨
に
応
へ
、
各
心
緒
を
陳
べ
、
歌
を
作
り
詩
を
賦
す
。
未
だ
諸
入

 
の
賦
し
た
る
戸
井
せ
て
作
る
歌
を
得
ず
。

初
春
の
初
子
の
今
日
の
玉
箒
手
に
取
る
か
ら
に
揺
ら
く
玉
の
緒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
十
・
四
四
九
三
）

 
右
の
一
首
、
右
中
気
大
伴
宿
禰
家
持
の
作
。
た
だ
し
、
大
蔵
の
政
に
依

 
り
て
、
奏
し
堪
へ
ず
。

 
天
平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
に
は
、
右
の
正
月
三
日
の
初
子
の
日
の
侍
宴
歌
昌

を
は
じ
め
と
し
て
、
家
持
ば
宴
席
歌
ば
か
り
十
一
首
を
詠
む
。
窪
田
空
穂
氏
は

『
万
葉
集
評
釈
』
で
「
宴
歌
は
、
本
巻
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

何
れ
の
巻
よ
り
も
多
い
。
し
か
も
本
巻
の
宴
歌
は
、
そ
れ
と
し
て
も
特
殊
な
も

の
と
云
へ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
評
さ
れ
る
。
ま
た
鈴
木
日
出
男
氏
は
『
古
代

和
歌
史
論
』
で
「
宴
集
歌
の
集
団
に
奉
仕
す
る
要
素
を
確
実
に
も
ち
つ
つ
も
、

他
面
で
は
ど
こ
か
に
自
己
の
存
在
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
。
早
書
歌
に
関
わ
る
こ

と
じ
た
い
手
作
の
内
発
性
に
は
乏
し
い
と
し
て
も
く
略
〉
こ
れ
が
従
前
の
旺
盛

な
詠
作
意
欲
の
衰
弱
し
た
後
も
、
彼
の
作
歌
の
命
脈
を
保
ち
つ
づ
け
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
巻
二
十
の
家
持
宴
歌
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。

 
天
平
宝
字
二
年
に
は
、
正
月
三
日
に
一
首
。
六
日
一
首
、
七
日
の
た
め
に
一

首
。
二
月
十
日
一
首
。
そ
の
他
二
月
は
六
首
。
七
月
五
日
に
一
首
。
と
、
合
計

十
一
首
あ
る
。
作
歌
月
も
一
月
二
月
七
月
と
偏
り
、
越
中
時
代
と
較
べ
る
と
歌

数
も
少
な
く
作
歌
意
欲
の
衰
え
は
看
過
で
き
な
い
が
、
万
葉
集
の
終
歳
間
近
い

こ
の
年
の
家
持
の
宴
歌
に
は
、
側
側
と
心
に
ひ
び
く
優
れ
た
も
の
が
あ
り
、
長

い
作
歌
歴
が
も
た
ら
し
た
表
現
の
熟
達
が
み
ら
れ
る
。
以
下
、
天
平
宝
字
二
年

正
月
三
日
初
子
の
日
の
歌
を
中
心
に
、
家
持
の
後
期
の
宴
席
歌
の
あ
り
様
を
考

察
し
て
い
き
た
い
。

二

本
論
に
入
る
ま
え
に
、
家
持
は
ど
の
く
ら
い
の
宴
席
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
か
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を
調
べ
た
。
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
表
に
お
い
て
予
作
歌
一
八
・

四
〇
九
八
～
四
〇
九
九
、
一
九
・
四
二
五
四
～
四
二
五
五
、
一
九
・
四
二
五
六
、

一
九
・
四
二
六
六
～
四
二
六
七
は
除
き
、
題
詞
、
左
注
に
よ
り
明
ら
か
に
宴
の

歌
と
わ
か
る
も
の
の
み
を
記
し
た
。
ま
た
、
宮
廷
の
騨
宴
歌
に
は
上
に
・
の
印

を
付
し
た
。

〈
内
舎
人
時
代
〉

 
天
平
十
年
十
月
一
七
日

 
 
八
・
一
五
九
一
（
以
前
、
冬
十
月
十
七
日
、
集
二
於
右
大
臣
橘
卿
之
旧
宅

 
 
 
 
 
 
 
 
一
塁
本
工
）

 
天
平
十
二
年
十
月

 
 
六
・
一
〇
二
九
（
十
二
年
庚
辰
冬
十
月
、
依
二
太
宰
埋
土
藤
原
朝
臣
広
嗣

 
 
 
 
 
 
 
 
謀
反
発
一
レ
軍
、
幸
二
干
伊
勢
国
一
之
時
、
河
口
行
宮
、
内

 
 
 
 
 
 
 
 
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首
）

 
 
六
・
一
〇
三
二
（
狭
残
行
宮
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
二
首
）

 
 
⊥
ハ
・
一
〇
一
二
＝
一
 
 
 
 
 
 
 
 
〃

 
 
六
・
一
〇
三
六
（
不
破
行
宮
、
．
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首
）

 
 
 
 
 
 
 
 
※
四
首
と
も
伊
勢
行
幸
で
の
私
子
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

 
天
平
十
五
年
十
月

 
 
六
・
一
〇
四
〇
（
安
積
親
王
宴
二
左
少
弁
藤
原
八
束
朝
臣
家
一
之
日
、
内

 
 
 
 
 
 
 
 
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首
）

 
天
平
十
六
年
一
月
十
一
日
，

 
 
六
・
一
〇
四
三
（
同
月
十
一
日
、
登
二
活
道
岡
一
、
集
二
一
株
松
下
一
飲
歌
）

 
天
平
十
八
年
正
月

 
・
一
七
・
三
九
二
六
（
天
平
十
八
年
正
月
、
白
雪
多
子
、
積
レ
地
毛
寸
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
於
レ
時
左
大
臣
橘
卿
、
率
二
大
納
言
藤
原
豊
成
朝
臣
及

 
 
 
 
 
 
 
 
諸
王
諸
臣
等
一
、
参
二
入
太
上
天
皇
御
在
所
一
〈
中
宮

 
 
 
 
 
 
 
 
西
院
〉
、
供
奉
掃
レ
雪
。
於
レ
是
降
レ
詔
、
大
臣
参
議
井

 
 
 
 
 
 
 
 
諸
王
者
、
令
レ
侍
二
藍
大
殿
上
一
、
諸
卿
大
夫
者
、
令
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
待
二
子
南
細
殿
一
而
、
則
賜
レ
酒
騨
宴
。
勅
日
、
汝
諸

 
 
 
 
 
 
 
 
王
卿
等
、
聯
賦
二
此
雪
一
、
各
奏
二
其
歌
一
）

〈
越
中
時
代
〉

天
平
十
八
年
八
月
七
日

 同
一年一一一一一
七 七七七七七

九十九九九九九
六一五五四四四
〇軽四〇八七三

（
八
月
七
日
夜
、

 
 
 
〃

 
 
 
〃

 
 
 
〃

 
 
 
〃

集
二
子
守
大
伴
宿
祢
家
持
館
】
宴
歌
）

 
 
 
 
 
 
 
 
（
右
、
以
二
天
平
十
八
年
八
月
、
橡
大
伴
宿
祢
池
主
附

 
 
 
 
 
 
 
 
二
大
帳
使
一
、
赴
二
向
京
師
一
。
而
同
年
十
一
月
還
二
到

 
 
 
 
 
 
 
 
本
窯
一
。
零
墨
二
詩
酒
農
具
一
、
弾
糸
飲
楽
。
是
日
也
、

 
 
 
 
 
 
 
 
白
雪
忽
降
、
積
レ
地
尺
余
。
此
時
甘
干
、
漁
夫
本
船
、

 
 
 
 
 
 
 
 
入
レ
海
浮
レ
瀾
。
竜
王
大
伴
宿
祢
家
持
寄
二
情
二
丁
一
、

 
 
 
 
 
 
 
 
官
裁
二
所
心
一
）

天
平
十
九
年
四
月
二
十
日

 
一
七
・
三
九
八
九
（
大
目
秦
忌
寸
八
戸
嶋
之
館
、
饅
二
守
大
伴
宿
祢
家
持

 
 
 
 
 
 
 
 
一
宴
歌
）

 
一
七
・
三
九
九
〇
 
 
 
ク
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同
年
 
 
 
四
月
二
十
六
日

 
一
七
・
三
九
九
五
（
四
月
廿
六
日
、
橡
大
伴
宿
古
池
主
之
館
、
饒
二
手
帳

 
 
 
 
 
 
 
 
使
守
大
伴
主
導
家
持
㎝
宴
歌
井
古
歌
）

 
一
七
・
三
九
九
七
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
四
月
二
十
六
日

 
一
七
・
三
九
九
九
（
守
大
伴
宿
平
家
持
館
飲
宴
歌
）

天
平
二
十
年
三
月
二
十
四
日

 
一
八
・
四
〇
三
七
（
前
件
十
首
歌
語
、
廿
四
日
宴
作
之
）

 
一
八
・
四
〇
四
三
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
三
月
二
十
五
日

 
一
八
・
四
〇
四
八
（
至
二
水
海
一
遊
覧
之
時
、
各
述
レ
懐
作
歌
）

 
一
八
・
四
〇
五
一
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
三
月
二
十
六
日

 
一
八
・
四
〇
五
四
（
橡
久
米
朝
臣
鮮
麗
之
館
、
饗
二
田
辺
史
福
麻
呂
｝
宴
歌
）

 
一
八
・
四
〇
五
五
 
 
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
四
月
一
日

 
一
八
・
四
〇
六
六
（
四
月
一
日
、
縁
久
米
朝
臣
広
縄
之
館
宴
歌
）

 
一
八
・
四
〇
六
八
 
 
 
 
 
 
〃

同
年

 
一
八
・
四
〇
七
〇
（
右
、
先
国
師
従
僧
清
見
可
レ
入
二
京
師
一
、
因
三
二
飲

 
 
 
 
 
 
 
 
僕
一
響
宴
。
干
レ
時
、
主
人
大
伴
宿
祢
家
持
作
二
此
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
詞
一
、
送
二
酒
清
見
一
也
）

同
年

 
一
八
・
四
〇
七
一
（
右
、
郡
司
全
霊
子
弟
巳
上
諸
人
多
集
二
此
会
一
。
因

大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
二
年
春
正
月
の
歌
 
一
宴
と
孤
心
-

 
 
 
 
 
 
 
 
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
二
世
歌
一
台
目

天
平
感
宝
元
年
五
月
五
日

 
一
八
・
四
〇
八
五
（
天
平
感
宝
元
年
五
月
五
日
、
饗
二
東
大
寺
之
占
墾
地

 
 
 
 
 
 
使
僧
平
栄
等
一
。
子
レ
時
守
大
伴
宿
悪
家
持
送
二
戸
僧
一
歌
）

同
年
 
 
 
 
五
月
九
日

 
一
八
・
四
〇
八
六
（
同
月
九
日
、
諸
僚
会
二
少
目
点
点
美
吉
石
竹
之
館
一

 
 
 
 
 
 
 
 
飲
宴
。
於
レ
時
主
人
造
二
白
合
花
縷
三
枚
一
、
畳
二
置
豆

 
 
 
 
 
 
 
 
器
一
、
棒
二
贈
賓
客
一
。
舘
岩
二
此
縷
一
作
）

 
一
八
・
四
〇
八
八
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
 
五
月
二
十
七
日

 
一
八
・
四
＝
六
（
国
縫
久
米
朝
臣
広
縄
、
以
二
天
平
廿
年
㎝
、
附
二
朝

 
 
 
 
 
 
 
 
集
使
一
入
レ
京
。
其
事
畢
而
、
天
平
感
宝
元
年
閏
五
月

 
 
 
 
 
 
 
 
廿
七
日
、
還
二
到
本
任
。
伍
長
官
之
館
、
設
レ
詩
酒
宴

 
 
 
 
 
 
 
 
一
楽
飲
。
於
レ
時
主
人
尊
大
畢
宿
祢
家
持
作
歌
）

 
一
八
・
四
＝
七
 
 
 
 
 
〃

 
一
八
・
四
二
八
 
 
 
 
 
〃

天
平
勝
宝
元
年
十
二
月

 
一
八
・
四
二
二
四
（
宴
席
三
二
雪
月
梅
花
一
歌
）

同
年
 
 
 
 
同
月

 
一
八
・
四
＝
二
五
（
右
一
首
、
少
目
秦
伊
美
吉
石
竹
館
宴
守
大
伴
宿
祢
家

 
 
 
 
 
 
 
 
単
作
）

天
平
勝
宝
二
年
正
月
二
日

 
一
八
・
四
一
三
六
（
天
平
勝
宝
二
年
正
月
二
日
、
於
二
国
庁
一
給
二
饗
諸

 
 
 
 
 
 
 
 
郡
司
等
一
宴
歌
）
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同
年
 
 
 
 
正
月
五
日

 
一
八
・
四
＝
二
七
（
判
官
久
米
朝
臣
広
縄
之
館
宴
歌
）

同
年
 
 
 
 
三
月
三
日

 
一
九
・
四
一
五
一
（
三
日
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
之
館
宴
歌
）

 
一
九
・
四
一
五
二
 
 
 
 
 
〃

 
一
九
・
四
一
五
三
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
 
四
月
十
二
日

 
一
九
・
四
一
九
九
（
十
二
日
、
遊
二
軍
布
勢
水
海
一
、
船
二
泊
於
多
砧
湾
一
、

 
 
 
 
 
 
 
望
二
見
藤
花
一
、
各
述
レ
懐
作
歌
）

同
年
 
 
 
 
九
月
三
日

 
一
九
・
四
二
二
三
（
九
月
三
日
宴
歌
）

同
年
 
 
 
 
十
月
十
六
日

 
一
九
・
四
二
二
五
（
右
一
首
、
同
月
十
六
日
、
饅
二
之
朝
集
使
少
目
秦
伊

 
 
 
 
 
 
 
 
美
吉
石
竹
一
時
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
作
之
）

天
平
勝
宝
三
年
正
月
二
日

 
一
九
・
四
二
二
九
（
右
一
首
歌
者
、
正
月
二
日
、
守
館
舘
岩
。
於
レ
時
、

 
 
 
 
 
 
 
 
零
雪
殊
多
、
積
有
二
四
尺
一
焉
）

同
年
 
 
 
 
正
月
三
日

 
一
九
・
四
二
三
〇
（
右
一
首
、
三
日
会
二
集
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
之
館
一

 
 
 
 
 
 
 
 
宴
楽
時
、
大
伴
高
恩
家
持
作
之
）

 
一
九
・
四
二
三
四
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
 
二
月
二
日

 
一
九
・
四
二
三
八
（
二
月
二
日
、
会
二
集
取
手
館
一
宴
作
歌
）

同
年
 
 
 
 
八
月
四
日

 
一
九
．
四
二
五
〇
（
回
附
二
大
帳
三
一
、
取
二
八
月
五
日
一
応
レ
入
二
本
面
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
因
レ
此
以
二
四
日
一
、
雲
叢
国
厨
之
三
十
介
内
蔵
伊
美
吉

 
 
 
 
 
 
 
 
縄
麻
呂
三
二
饒
之
）

同
年
 
 
 
 
八
月
五
日

 
一
九
・
四
二
五
一
（
五
日
平
旦
上
レ
道
。
傍
国
司
次
官
己
下
同
僚
皆
共
視

 
 
 
 
 
 
 
 
送
。
於
レ
時
射
水
郡
大
領
安
努
君
広
嶋
門
前
之
林
中
預

 
 
 
 
 
 
 
 
設
二
饅
饒
之
宴
↓
。
予
レ
此
大
書
使
大
伴
宿
祢
家
持
和
二

 
 
 
 
 
 
 
 
内
蔵
伊
美
吉
縄
麻
呂
捧
レ
蓋
之
歌
一
）

同
年

 
一
九
・
四
二
五
三
（
正
税
帳
使
橡
久
米
朝
臣
広
言
事
畢
退
レ
任
。
適
遇
二

 
 
 
 
 
 
 
 
於
越
前
国
橡
大
伴
旦
暮
池
主
之
三
一
、
傍
回
飲
楽
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
干
レ
時
久
米
朝
臣
広
縄
嘱
二
士
子
花
一
作
歌
）

〈
越
中
以
後
〉

同
年
 
 
 
 
十
月
二
十
二
日

 
一
九
・
四
二
五
九
（
十
月
廿
日
、
於
二
左
大
弁
士
官
麻
呂
朝
臣
家
一
宴
歌
）

天
平
勝
宝
四
年
十
一
月
八
日

 
一
九
・
四
二
七
二
（
十
一
月
八
日
目
在
二
於
左
大
臣
橘
朝
臣
宅
一
騨
宴
歌
）

同
年
 
 
 
 
十
一
月
二
十
五
日

 
一
九
・
四
二
七
八
（
廿
五
日
新
嘗
会
蜂
早
言
レ
詔
歌
）

同
年
 
 
 
 
十
一
「
月
二
十
七
日

 
一
九
・
四
二
八
一
（
廿
七
日
、
林
王
宅
、
饒
二
之
但
馬
按
配
潮
岬
奈
良
麻

 
 
 
 
 
 
 
 
呂
朝
臣
一
宴
歌
）

天
平
勝
宝
五
年
二
月
二
十
九
日

 
一
九
・
四
二
八
九
（
二
丹
十
九
日
、
於
二
言
大
智
橘
家
宴
一
、
見
二
墓
折

（16）



 
 
 
 
 
 
 
 
柳
条
一
宇
）

同
年
 
 
 
 
八
月
十
二
日

 
一
九
・
四
二
九
七
（
八
月
十
二
日
、
二
三
大
夫
等
各
提
二
壺
酒
一
登
二
高

 
 
 
 
 
 
 
 
円
野
一
、
柳
述
二
所
心
一
作
歌
）

天
平
勝
宝
六
年
三
月
十
九
日

 
二
〇
・
四
三
〇
三
（
三
月
十
九
日
、
家
持
上
庄
門
槻
樹
下
宴
飲
歌
）

同
年
 
 
 
 
三
月
二
十
五
日

 
二
〇
・
四
三
〇
四
（
同
月
廿
五
日
、
左
大
臣
橘
卿
宴
二
三
山
田
御
母
之
宅

 
 
 
 
 
 
 
 
一
歌
）

天
平
勝
宝
七
歳
三
月
三
日

 
二
〇
・
四
四
三
四
（
三
月
三
日
、
検
二
校
防
人
一
勅
使
井
兵
部
使
丁
等
同

 
 
 
 
 
 
 
 
集
飲
宴
作
歌
）

 
二
〇
・
四
四
三
五
 
 
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
 
五
月
九
日

 
二
〇
・
四
四
四
三
（
五
月
九
日
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
之
宅
集
飲
歌
）

 
二
〇
・
四
四
四
五
 
 
 
 
 
 
 
〃

同
年
 
 
 
 
八
月
十
三
日

半
二
〇
・
四
四
五
三
（
八
月
十
三
日
、
在
二
内
南
安
殿
一
犀
宴
歌
）

天
平
勝
宝
八
歳
三
月
七
日

 
二
〇
・
四
四
五
七
（
天
平
勝
宝
八
歳
丙
申
二
月
朔
乙
酉
廿
四
日
戊
申
、
太

 
 
 
 
 
 
 
 
上
天
皇
天
皇
大
后
幸
二
行
於
河
内
離
宮
一
、
経
レ
信
以
二

 
 
 
 
 
 
 
 
壬
子
一
伝
二
幸
於
難
波
宮
一
也
。
三
月
七
日
、
二
二
河
内

 
 
 
 
 
 
 
 
国
伎
人
郷
馬
国
人
之
家
一
宴
歌
）

天
平
勝
宝
九
歳
三
月
四
日

大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
二
年
春
正
月
の
歌
 
一
宴
と
孤
心
一

 
二
〇
・
四
四
八
一
（
三
月
四
日
、
二
二
兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城
之
宅
一

 
 
 
 
 
 
 
 
宴
歌
）

同
年
 
 
 
 
六
月
二
十
三
日

 
二
〇
・
四
四
八
三
（
勝
宝
九
歳
六
月
廿
三
日
、
於
二
大
監
物
三
形
王
之
宅

 
 
 
 
 
 
 
 
一
宴
歌
）

同
年
 
 
 
 
十
二
月
十
八
日

 
二
〇
・
四
四
九
〇
（
十
二
月
十
八
日
、
於
二
大
監
物
二
形
王
之
三
一
宴
歌
）

同
年
 
 
 
 
十
二
月
二
十
三
日

 
二
〇
・
四
四
九
二
（
廿
三
日
、
於
二
治
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
之
宅
一
宴
歌
）

天
平
宝
字
二
年
正
月
三
日

・
二
〇
・
四
四
九
三
（
二
年
春
正
月
三
日
、
三
二
侍
従
竪
子
王
臣
専
一
、
令

 
 
 
 
 
 
 
 
レ
侍
二
三
内
裏
之
東
屋
垣
下
一
、
即
賜
二
玉
箒
一
騨
宴
。

 
 
 
 
 
 
 
 
干
レ
時
、
内
相
藤
原
朝
臣
奉
レ
勅
宣
、
諸
王
卿
等
随
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
堪
任
レ
意
作
レ
歌
井
賦
レ
詩
。
傍
応
二
詔
旨
一
、
各
二
二

 
 
 
 
 
 
 
 
心
緒
［
作
レ
歌
賦
レ
詩
。
未
レ
得
二
諸
人
之
賦
歩
武
作
歌
一
也
）

同
年
 
 
 
 
正
月
七
日

・
二
〇
・
四
四
九
四
（
右
一
首
、
為
二
七
日
侍
宴
一
、
右
中
弁
大
伴
宿
祢
家

 
 
 
 
 
 
 
 
持
預
作
並
此
歌
一
。
但
依
二
仁
王
空
事
一
、
却
以
二
六
日

 
 
 
 
 
 
 
 
一
於
二
内
裏
一
召
二
諸
王
卿
等
一
且
レ
酒
、
騨
宴
給
レ
禄
。

 
 
 
 
 
 
 
 
因
レ
斯
不
レ
秦
也
）

同
年
 
 
 
 
正
月
六
日

・
二
〇
・
四
四
九
五
（
六
日
、
内
庭
仮
植
二
三
木
一
以
作
二
林
帷
一
而
、
為
二

 
 
 
 
 
 
 
 
騨
宴
一
歌
）

同
年
 
 
 
 
二
月
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二
〇
・
四
四
九
八
（
二
月
、
於
二
二
部
大
輔
中
臣
清
麻
呂
朝
臣
之
宅
一
宴
歌
）

 
 
二
〇
・
四
五
〇
一
 
 
 
〃

 
 
二
〇
・
四
五
〇
三
 
 
 
〃

 
同
年

 
 
二
〇
・
四
五
〇
六
（
依
レ
興
、
各
思
二
高
円
離
宮
処
一
作
歌
）

 
 
二
〇
・
四
五
〇
九
 
 
 
〃

 
 
二
〇
・
四
五
一
二
 
 
 
〃

 
同
年
 
 
 
 
二
月
十
日

 
 
二
〇
・
四
五
一
四
（
二
月
十
日
、
早
戸
内
相
宅
一
翼
二
渤
海
大
使
小
野
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
守
朝
臣
等
一
宴
歌
）

 
同
年
 
 
 
 
七
月
五
日

 
 
二
〇
・
四
五
一
五
（
七
月
五
日
、
於
二
叉
部
少
輔
大
原
今
城
真
人
宅
一
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
饒
二
因
幡
守
大
伴
宿
祢
家
持
｝
宴
歌
）

 
天
平
勝
宝
三
年
正
月
一
日

 
 
二
〇
・
四
五
一
六
（
三
年
春
正
月
一
日
、
於
二
因
幡
国
庁
一
、
賜
二
饗
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
郡
司
等
一
之
宴
歌
）

以
上
の
よ
う
に
な
っ
た
。
越
中
以
前
は
八
首
。
こ
の
時
期
十
四
年
間
に
一
五
八

首
読
ん
で
お
り
、
約
5
・
ー
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
と
な
る
。
ま
だ
位
階
も
低
く

宴
席
歌
を
読
む
必
要
も
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
越
中
時
代
は
歌
数
自
体
も

多
い
が
宴
席
歌
も
急
増
す
る
。
宴
席
歌
四
四
首
に
対
し
越
中
時
代
作
歌
数
は
二

二
三
首
で
約
1
9
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
現
率
と
な
る
。
越
中
以
後
は
三
十
首
。

作
歌
数
九
二
首
に
対
し
て
約
3
2
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
現
率
。
突
出
し
て
宴

席
数
が
多
く
な
る
。
後
年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
家
持
が
宴
席
歌
を
中
心
に
詠

む
よ
う
に
な
る
傾
両
が
表
を
通
し
て
も
窺
え
る
。
ま
た
、
宴
席
歌
の
も
っ
と
も

多
い
年
は
、
天
平
宝
字
二
年
中
十
一
首
。
天
平
二
十
年
の
十
首
の
宴
席
歌
が
そ

れ
に
続
く
。
天
平
二
十
年
は
作
歌
数
も
多
く
脂
の
乗
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
が
、

宴
席
歌
の
み
急
に
数
多
く
詠
む
天
平
宝
字
二
年
の
特
異
さ
は
、
昨
年
の
奈
良
麻

呂
の
変
の
痛
手
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
危
機
感
が
家
持
の
作

歌
意
欲
を
刺
激
し
た
の
で
は
な
い
か
。
権
力
争
い
の
外
に
い
る
皿
形
王
や
大
原

今
城
真
人
等
旧
皇
親
貴
族
と
の
私
宴
に
集
い
、
心
の
憂
さ
を
は
ら
う
よ
う
に
歌

を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
宴
席
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に

家
持
の
自
ら
の
心
の
揺
ぎ
や
願
い
を
も
託
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
内
発
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

で
は
な
い
と
し
て
も
抑
制
の
き
い
た
個
我
の
表
出
で
あ
り
、
形
式
的
な
宴
席

歌
で
は
な
い
。
天
平
勝
宝
八
年
か
ら
宝
字
二
年
に
か
け
て
宴
席
歌
が
急
に
多
く

か
つ
優
れ
た
も
の
を
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
家
持
の
外
的
内
的
状
況
の
危

…
機
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
宴
席
歌
群
の
一
首
と
し
て
初
 
 
幻

子
の
宴
歌
は
位
置
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口

三

 
さ
て
、
天
平
宝
字
二
年
正
月
三
日
は
夏
子
で
初
子
の
日
に
当
た
る
。
こ
の
日

に
は
、
宮
中
で
は
初
子
の
宴
が
催
さ
れ
、
天
皇
み
ず
か
ら
耕
し
皇
后
は
親
し
く

蚕
を
飼
う
こ
と
を
象
徴
す
る
辛
鋤
と
玉
箒
と
を
飾
る
。
中
国
で
は
肝
要
時
代
か

ら
帝
王
躬
耕
と
后
妃
親
蚕
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
風
習
が
日
本
に
も
伝
わ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
中
行
事
の
一
つ
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
二
年
正
月
三
日
の
初
子
の
、

宴
で
は
、
玉
箒
を
諸
王
、
髪
上
に
賜
っ
た
と
あ
る
が
、
正
倉
院
吉
倉
に
は
、
天

平
宝
字
二
年
初
子
の
行
事
に
用
い
た
東
大
寺
献
上
の
目
利
箒
一
双
と
手
辛
鋤
二

口
と
が
現
残
す
る
。
玉
箒
は
、
蚕
の
床
を
掃
く
道
具
で
正
倉
院
に
残
っ
て
い
る

も
の
の
一
つ
は
、
長
さ
六
五
セ
ン
チ
、
高
野
萩
の
枝
を
束
ね
て
根
本
を
紫
の
革



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

で
包
み
そ
の
上
を
金
糸
で
巻
き
把
手
と
し
て
い
る
。
他
の
一
本
は
把
手
の
甲

皮
の
上
を
破
単
玉
を
糸
に
貫
い
た
も
の
で
十
五
段
巻
き
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
今
は
脱
落
し
て
い
る
が
、
皮
に
残
る
跡
よ
り
分
か
る
。
細
い
枝
先
に
は
二

本
と
も
さ
ま
ざ
ま
の
破
璃
が
著
い
て
い
る
。
『
翌
日
本
紀
』
に
は
当
日
の
行
事

の
記
録
は
全
く
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
も
以
後
も
初
子
の

行
事
の
記
載
は
『
続
日
本
紀
』
に
は
な
く
、
た
だ
聖
武
天
皇
の
天
平
十
五
年
正

月
壬
子
（
十
二
日
）
に

 
 
壬
子
。
御
下
石
原
ノ
宮
櫻
一
士
二
黒
東
北
一
賜
コ
饗
ヲ
於
百
官
及
ヒ
有
位
ノ
人
等
く

 
 
有
囲
勅
。
鼓
瞬
琴
ヲ
任
タ
コ
ル
其
弾
歌
り
五
位
己
上
二
賜
ユ
摺
衣
↓
六
位
己
下
二

 
 
，
緑
各
有
囲
差

と
い
う
宴
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
初
子
の
宴
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
の
騨
宴
に
召
さ
れ
た
の
は
、
侍
従
、
竪
子
、
王
臣
等
で

あ
る
。
侍
従
は
『
令
義
解
』
の
「
中
務
省
条
」
に
よ
れ
ば
「
中
務
省
〈
略
〉
侍

従
八
人
、
掌
二
常
事
、
規
諌
、
拾
レ
遣
全
一
レ
閾
」
と
あ
り
、
天
皇
の
そ
ば
近
く

に
仕
え
、
雑
務
を
処
理
す
る
従
五
位
相
当
官
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
巨
勢
朝
臣
堺

麻
呂
や
藤
原
麻
二
百
麻
呂
等
が
侍
従
の
職
に
あ
っ
た
。
竪
子
は
、
内
竪
と
も
言

 
 
 
 
 
 
 

う
。
内
竪
は
朝
延
の
諸
行
事
及
び
宮
中
の
日
常
の
雑
事
の
処
理
に
召
し
使
わ

れ
た
者
で
、
少
年
が
大
部
分
だ
が
成
年
に
達
し
た
者
も
い
る
場
合
も
あ
る
。
制

度
と
し
て
内
竪
省
が
置
か
れ
た
の
は
九
年
後
の
天
平
神
護
二
年
目
七
六
七
）
以

降
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
内
竪
が
実
質
的
に
宮
延
喜
に
定
着
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
題
詞
で
あ
る
。
加
え
て
『
万
葉
集
』
に
は
、
八
・
一
六
五
〇
歌
「
御
二

在
西
池
辺
｝
、
騨
宴
歌
」
の
左
注
に
「
竪
子
阿
部
朝
臣
虫
麻
呂
」
と
あ
り
、
ま

た
『
寧
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
年
）
に
「
内
竪
淡
海
真
人
三
船
」

と
い
う
記
載
も
あ
る
。
次
に
王
臣
で
あ
る
が
、
ど
の
位
階
ま
で
の
王
及
び
臣
を

大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
二
年
春
正
月
の
歌
 
-
宴
と
孤
心
-

指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
『
続
日
本
紀
』
で
は
、
正
月
の
蜂
宴
に
は
五
位
以

上
の
者
が
列
席
す
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
嵩
置
で
の
五
位
以
上
の
者
は
百
人
。

と
す
れ
ば
大
き
な
蜂
宴
で
あ
る
。
こ
の
時
、
家
持
は
右
中
弁
で
従
五
位
上
で
あ

り
、
当
然
列
席
す
る
立
場
で
あ
る
。
が
、
右
弁
官
局
は
、
刑
部
、
大
蔵
、
宮
内

の
四
賀
を
監
督
す
る
局
で
多
忙
な
職
務
で
あ
る
。
家
持
は
大
蔵
の
仕
事
に
当

た
っ
て
お
り
正
月
も
勤
務
の
た
め
に
歌
を
奏
上
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

 
平
城
宮
の
東
院
に
は
玉
石
を
敷
き
つ
め
た
池
の
あ
る
見
事
な
庭
園
が
造
成
さ

 
 
 
 
ら
 

れ
て
い
た
。
題
詞
に
あ
る
「
東
の
屋
の
垣
下
」
と
は
こ
こ
に
当
た
る
か
と
考

え
ら
れ
こ
の
庭
で
舜
宴
が
催
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

四

 
始
春
乃
 
波
都
祢
乃
家
布
能
 
多
麻
婆
波
伎

 
手
ホ
等
流
早
良
ホ
 
由
良
久
多
雨
能
乎
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
四
九
三
）

 
「
新
春
の
初
子
の
今
日
の
玉
箒
手
に
取
る
だ
け
で
揺
れ
鳴
る
玉
の
緒
よ
」

（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
校
注
、
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
働
』
）

と
い
う
意
で
あ
る
。
『
万
葉
集
評
釈
』
（
窪
田
空
穂
）
で
は
、
「
玉
箒
に
著
い
て

る
る
珠
が
玉
の
緒
の
如
き
音
を
立
て
た
こ
と
を
中
心
と
し
て
云
っ
て
み
る
の
で

あ
る
。
〈
略
〉
一
首
の
歌
と
し
て
も
、
美
し
く
、
豊
か
に
、
し
か
も
緊
張
を
含

ん
で
み
て
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
評
す
る
。
ま
た
『
新
古
町
勢
』
が
こ
の

四
四
九
三
の
初
子
の
日
の
侍
宴
歌
を
採
録
し
て
い
る
こ
と
も
『
新
古
三
聖
』
撰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
ら
 
く

者
の
評
価
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
て
歌
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
由
良
久
」
と

い
う
歌
語
で
あ
る
が
、
、
『
万
葉
集
』
に
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

 
○
「
ゆ
ら
く
」
は
、
「
さ
わ
さ
わ
」
と
「
さ
わ
く
」
の
や
う
に
、
「
ゆ
ら
ゆ
ら
」

 
 
と
い
う
副
詞
に
「
く
」
（
清
音
）
が
つ
い
て
動
詞
に
な
っ
た
も
の
で
、
ゆ
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ら
ゆ
ら
と
揺
れ
動
く
事
で
あ
る
が
、
こ
の
「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
は
形
の
み
で
な

 
 
く
音
を
も
含
む
…
…
。
 
 
 
 
 
（
澤
潟
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
・
廿
』
）

 
○
ユ
ラ
ク
は
揺
す
ぶ
ら
れ
て
音
を
発
す
る
こ
と
。
そ
の
ユ
ラ
は
、
サ
ワ
ク
・

 
 
エ
ラ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
サ
ワ
サ
ワ
・
エ
ラ
エ
ラ
（
に
こ
に
こ
笑
う
さ
ま
）
と

 
 
同
根
で
あ
る
よ
う
に
擬
声
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
木
下
正
俊
『
万
葉
集
全
注
・
巻
二
十
』
）

 
○
「
ゆ
ら
く
 
 
音
を
立
て
る
」

 
 
 
（
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
文
学
古
典
大
系
』
）

 
○
手
に
取
る
と
い
ふ
と
、
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
珠
の
緒
で
あ
る
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
九
』
）

 
○
箒
に
著
い
て
る
る
多
く
の
玉
の
、
揺
れ
て
鳴
る
音
を
、
玉
の
緒
の
玉
の
相

 
 
触
れ
て
鳴
る
や
う
だ
と
聞
き
肥
し
て
云
っ
て
み
る
の
で
、
目
に
見
る
形
よ

 
 
り
も
、
耳
に
聞
く
音
を
主
と
し
て
云
っ
て
み
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』
）

諸
注
釈
に
は
「
ユ
ラ
ク
」
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
の
ず
れ
が
あ
り
、
土
屋
文
明
は
「
『
ユ

ラ
ク
』
が
現
在
の
意
で
ユ
ラ
ユ
ラ
す
る
」
と
と
る
が
、
他
は
「
揺
れ
て
鳴
る
」

．
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
万
葉
集
に
は
「
ユ
ラ
ク
」
は
こ
れ
一
例
の
み
だ
が
、

「
ユ
ラ
ニ
」
は
集
中
三
例
あ
る
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
○
耳
玉
も
手
玉
も
ゆ
ら
に
織
る
服
を
君
が
御
衣
に
縫
ひ
も
あ
へ
む
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
〇
・
二
〇
六
五
 
作
者
未
詳
）

 
○
…
…
神
奈
備
の
 
清
き
御
田
屋
の
 
垣
内
田
の
 
池
の
堤
の
 
百
足
ら
ず

 
 
い
槻
の
枝
に
 
み
つ
枝
さ
す
 
秋
の
も
み
ち
葉
 
ま
き
待
て
る
 
小
鈴
も

 
 
ゆ
ら
に
 
た
わ
や
め
に
 
我
は
あ
れ
ど
も
 
引
き
墓
ぢ
て
 
末
も
と
を
を

 
 
に
 
ふ
さ
手
折
り
 
我
は
持
ち
て
行
く
 
君
が
か
ざ
し
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
二
・
三
二
；
二
 
作
者
未
詳
）

 
○
…
…
そ
こ
故
に
 
心
和
ぐ
や
と
 
秋
付
け
ば
 
萩
咲
き
に
ほ
ふ
 
石
瀬
野

 
 
に
 
馬
だ
き
行
き
て
を
ち
こ
ち
に
 
鳥
踏
み
立
て
 
白
塗
の
 
小
鈴
も
ゆ

 
 
ら
に
 
あ
は
せ
遣
り
 
振
り
放
け
見
つ
つ
 
憤
る
 
心
の
．
内
を
 
思
ひ
延

 
 
べ
 
嬉
し
び
な
が
ら
 
枕
つ
く
 
つ
ま
屋
の
内
に
 
と
ぐ
ら
結
ひ
す
ゑ
て

 
 
そ
我
が
飼
ふ
 
真
白
斑
の
鷹
 
 
 
 
 
 
（
一
」
九
・
四
一
五
四
 
家
持
）

と
あ
り
、
三
首
と
も
に
「
揺
れ
て
鳴
る
」
と
い
う
意
で
、
特
に
二
一
丁
三
二
二

三
と
一
九
・
四
一
五
四
の
「
小
鈴
も
ゆ
ら
に
」
は
そ
の
解
釈
を
鮮
明
に
す
る
。

家
持
が
＝
二
・
三
二
二
三
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
こ
と
億
見
逃
せ
な

い
。
さ
ら
に
『
古
事
記
』
の
神
代
記
に
は
、

 
 
 
 
 
 
み
く
び
た
ま
 
 
 
 
も
ゆ
ら
に

 
○
…
…
即
ち
御
定
珠
の
玉
の
緒
母
由
良
遡
此
の
四
字
は
立
日
を
以
る
よ
下
は
此
れ
に
致
へ
。

 
 
 
 
ゆ
 
ら
 
か
 
し

 
 
取
り
由
良
迦
志
て
、
天
照
大
御
神
に
賜
ひ
て
誤
り
た
ま
ひ
し
く
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
『
古
典
大
系
・
古
事
記
』
）

 
○
…
…
天
照
大
御
神
の
左
の
御
美
豆
良
に
纏
か
せ
る
八
尺
の
勾
聰
の
五
百
津

 
 
の
美
全
麻
流
の
珠
を
乞
ひ
度
し
て
、
奴
図
譜
母
母
由
良
爾
、
天
の
真
名
井

 
 
に
振
り
溝
ぎ
て
…
…

 
 
と
あ
り
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
上
に
は
、

 
○
．
転
：
：
聡
珀
乎
、
此
云
二
奴
灘
等
母
母
由
羅
爾
「
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
『
古
典
大
系
・
日
本
書
紀
』
）

と
も
あ
り
、
武
田
祐
吉
氏
の
『
全
課
万
葉
集
』
が
、
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

の
古
伝
説
を
含
み
込
ん
だ
上
で
こ
の
言
葉
を
家
持
は
用
い
た
の
だ
ろ
う
と
言
及

し
て
い
る
の
は
肯
け
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み
て
も
「
ゆ
ら
く
」
が
単
に
揺
れ

る
だ
け
で
な
く
音
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

 
語
彙
に
関
し
て
は
「
初
春
」
は
集
中
二
例
で
こ
れ
が
初
出
で
あ
る
。
他
一
例
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は
、
「
新
し
き
年
の
始
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
吉
事
」
（
二
〇
・

四
五
一
六
 
家
持
）
で
、
天
平
宝
字
三
年
正
月
の
万
葉
集
最
終
歌
で
あ
る
。
し

か
し
、
唐
代
ま
で
の
文
献
を
あ
た
る
と
「
初
春
」
は
少
な
い
な
が
ら
詩
に
用
い

ら
れ
、
中
で
も
左
の
晋
代
の
用
例
は
最
も
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
○
嘉
慶
形
」
つ
三
朝
り
、
美
徳
揚
ブ
初
春
↓
 
（
晋
・
傅
玄
「
又
答
4
若
鳥
く

 
 
詩
 
 
『
先
画
聖
魏
晋
南
北
朝
詩
』
上
h
晋
詩
」
巻
一
、
『
芸
文
類
聚
』
巻

 
 
三
一
）

そ
の
他
に
は
、

 
○
春
来
日
漸
ク
長
ク
、
酔
客
喜
ゴ
年
光
ヲ
一
、
梢
ク
道
立
池
塘
好
キ
ー
マ
偏
二
宜
ム

 
 
酒
甕
ノ
香
（
唐
・
王
績
「
初
春
」
 
 
『
全
唐
詩
』
昌
巻
三
七
）

 
○
初
春
行
宮
侍
”
宴
二
、
応
制
得
在
天
ノ
字
↓
（
唐
・
蘇
味
道
 
）

 
○
初
春
登
楼
辛
目
同
作
述
懐
（
唐
・
太
宗
〈
李
世
民
〉
 
『
全
唐
詩
』
巻
一
）

 
○
初
春
二
雪
中
ニ
テ
漂
げ
舟
ヲ
（
唐
・
孟
浩
然
 
 
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
こ

等
の
用
例
が
見
え
る
。
詩
経
、
白
丁
、
文
選
に
は
用
例
が
な
く
、
ま
た
李
白
、

杜
甫
も
詩
句
と
し
て
用
い
て
い
な
い
。
加
え
て
、
『
懐
風
藻
』
（
天
平
勝
宝
三
歳

十
一
月
に
成
立
）
に
は
三
例
ば
か
り
あ
る
。

 
㈹
五
言
。
初
春
侍
宴
。
一
首
。
（
大
伴
旅
人
）

 
翻
五
言
。
初
春
作
實
模
置
酒
。
一
首
。
（
長
屋
王
）

 
 

 
脳
五
言
。
初
春
在
竹
漢
山
寺
於
長
草
宅
宴
追
致
僻
一
首
。
（
釈
烏
芋
）

 
 い

ず
れ
も
「
初
春
」
が
題
と
な
っ
て
い
る
。
父
旅
人
の
㈹
の
詩
は
当
然
読
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
、
漢
詩
の
語
句
を
ハ
ツ
ハ
ル
と
し
て
家
持
は
歌
語
に
採
り
入

れ
た
の
で
あ
る
。

 
「
初
子
」
は
勿
論
四
四
九
三
歌
の
み
。

 
「
手
に
取
る
か
ら
に
」
も
「
手
に
取
り
持
ち
て
」
は
多
い
が
こ
れ
一
例
の
み
。

大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
二
年
春
正
月
の
歌
 
t
宴
と
孤
心
一

 
玉
箒
は
、
二
例
。
他
の
一
例
は
、

 
 
 
 
か
 
 
 
ニ

 
 
玉
箒
刈
り
来
鎌
麻
呂
の
む
ろ
の
木
と
喪
が
本
と
か
き
掃
か
む
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
六
・
三
八
三
〇
 
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
）

「
玉
の
緒
」
は
二
五
例
あ
り
、
語
源
は
玉
を
緒
に
通
し
た
も
の
を
い
う
が
、
短

 
 
 
 
 
 
た
ま

い
こ
と
の
例
え
や
霊
の
緒
即
ち
命
を
も
意
味
す
る
。
ま
た
枕
詞
と
し
て
「
長
き
」

「
短
き
」
「
絶
え
」
「
乱
れ
」
な
ど
に
掛
か
る
。
集
申
の
二
五
例
も
さ
ま
ざ
ま
に

用
い
ら
れ
る
。

 
①
…
…
新
代
に
 
と
も
に
あ
ら
む
と
 
玉
の
緒
の
 
絶
え
じ
い
妹
と
 
結
び

 
 
て
し
 
こ
と
は
果
た
さ
ず
 
思
へ
り
し
 
心
は
遂
げ
ず
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
三
・
四
八
一
 
高
橋
朝
臣
）

②
玉
の
緒
を
沫
緒
に
回
り
て
結
べ
ら
ば
あ
り
て
後
に
も
逢
は
ざ
ら
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
六
三
 
紀
女
郎
）

 
③
玉
の
緒
の
現
し
心
や
年
月
の
行
き
か
は
る
ま
で
妹
に
逢
は
ざ
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
・
二
七
九
二
 
作
者
未
詳
）

④
君
に
逢
は
ず
久
し
く
な
り
ぬ
玉
の
緒
の
長
き
命
の
惜
し
げ
く
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
二
・
三
〇
八
二
 
作
者
 
未
詳
）

⑤
な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑
子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
玉
の
緒
ば
か
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
二
・
三
〇
八
六
 
作
者
 
未
詳
）

⑥
…
…
た
ら
ち
ね
の
 
御
母
の
命
 
な
に
し
か
も
 
甚
し
は
あ
ら
む
を
 
ま

 
 
そ
鏡
見
れ
ど
も
飽
か
ず
玉
の
緒
の
 
惜
し
き
盛
り
に
立
つ
霧
の

 
 
失
せ
ぬ
る
ご
と
く
…
…
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
二
一
四
 
家
持
）

二
五
例
中
か
ら
六
例
ば
か
り
挙
げ
た
。
家
持
は
、
一
九
・
四
二
一
四
の
挽
歌
と

四
四
九
三
の
歌
の
み
で
あ
る
。
玉
の
緒
の
語
義
は
本
来
の
玉
を
緒
に
通
し
た
も

の
か
ら
「
絶
ゆ
」
や
「
長
く
」
等
の
枕
詞
と
広
が
る
。
⑤
の
「
玉
の
緒
ば
か
り
」
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は
「
わ
ず
か
の
命
の
間
に
」
と
解
釈
さ
れ
玉
の
緒
が
命
を
表
す
例
で
、
四
四
九

三
の
「
揺
ら
く
玉
の
緒
」
も
玉
の
緒
本
来
の
意
義
に
命
と
い
う
意
を
含
み
込
ん

で
詠
ん
で
い
る
。

 
箒
の
霊
亀
の
揺
い
で
触
れ
あ
う
か
す
か
な
音
に
自
ら
の
命
の
息
づ
か
い
を
微

妙
に
重
ね
合
せ
た
と
こ
ろ
に
、
家
持
の
歌
の
巧
み
さ
深
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
難

宴
に
合
わ
せ
て
今
ま
で
に
な
い
素
材
や
言
葉
を
用
い
て
い
る
点
も
こ
の
歌
が
あ

り
き
た
り
の
類
型
賀
歌
の
発
想
か
ら
逸
脱
で
き
て
い
る
要
素
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
言
え
ば
一
句
二
句
目
の
「
初
春
の
初
子
の
今
日
の
」
と
い
う
助
詞

「
の
」
の
重
複
で
あ
る
。
調
べ
を
整
え
な
が
ら
「
の
」
で
こ
と
ば
を
連
ね
強
調

し
三
句
に
掛
か
る
。
家
持
は
こ
の
よ
う
な
「
の
」
の
重
複
す
る
歌
を
詠
ん
だ
例

は
少
な
い
。
彼
の
全
章
か
ら
検
索
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 
①
越
の
海
の
信
濃
浜
の
名
な
り
の
浜
を
行
き
暮
ら
し
長
き
春
日
も
忘
れ
て
思
へ

 
 
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
七
・
四
〇
二
〇
 
天
平
二
十
年
）
・

 
②
明
日
の
日
の
布
勢
の
浦
廻
の
藤
波
に
け
だ
し
来
鳴
か
ず
散
ら
し
て
む
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
四
〇
四
三
 
天
平
二
十
年
）

 
③
二
上
の
峰
の
上
の
繁
に
隠
り
に
し
そ
の
ほ
と
と
ぎ
す
待
て
ど
来
鳴
か
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
；
二
九
 
天
平
勝
宝
三
年
）

 
④
高
円
の
宮
の
裾
廻
の
野
つ
か
さ
に
今
咲
け
る
ら
む
を
み
な
え
し
は
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
三
一
六
 
天
平
勝
宝
五
年
）

 
⑤
高
円
の
秋
野
の
上
の
朝
霧
に
妻
呼
ぶ
雄
鹿
出
で
立
つ
ら
む
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
三
一
九
 
同
年
）

 
⑥
初
春
の
初
子
の
今
日
の
玉
箒
手
に
取
る
か
ら
に
揺
ら
く
玉
の
緒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
四
九
三
 
天
平
宝
子
二
年
）

 
⑦
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
青
馬
を
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し
と
い
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
四
九
四
 
天
平
宝
子
二
年
）

 
⑧
新
し
き
年
の
初
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
吉
事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
五
＝
ハ
 
天
平
宝
子
三
年
）

 
右
に
挙
げ
た
の
が
、
家
持
作
歌
の
申
で
、
一
・
二
句
に
「
の
」
が
三
つ
現
れ

る
歌
で
あ
る
。
③
④
⑤
の
助
詞
「
の
」
の
重
な
り
は
場
所
を
限
定
し
て
い
く
働

き
を
な
し
て
お
り
、
⑥
と
は
違
う
。
⑦
は
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
よ
う
な
と
い
う

序
詞
の
働
き
を
す
る
。
①
、
②
は
同
義
語
を
重
ね
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
⑥
ほ

ど
そ
の
効
果
を
意
識
し
て
は
い
な
い
。
同
類
語
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
こ
と
ば

の
意
味
を
強
め
調
べ
を
整
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
は
⑥
と
⑧
の
歌
の
み
で
あ

る
。
し
か
も
下
句
に
そ
の
歌
で
言
わ
ん
と
す
る
事
を
重
点
的
に
置
く
。
歌
意
は

よ
り
単
純
化
さ
れ
強
調
さ
れ
る
。
し
か
も
紋
切
り
型
に
な
ら
ず
家
持
独
自
の
心

象
も
集
団
の
賀
に
重
ね
て
歌
い
込
ん
で
い
る
。
、
こ
れ
は
、
多
数
の
人
々
が
集
ま

る
犀
宴
で
は
、
効
果
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
宴
席
歌
の
表
現
方
法
を
家
持
は
、
天
平
宝
字
二
年
の
⑥
で
獲
得
し
、
⑧

に
つ
な
げ
て
い
る
。
先
に
示
し
た
通
り
こ
の
方
法
は
、
⑥
で
初
め
て
試
み
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
を
獲
得
す
る
過
程
で
は
、
先
行
の
新
年

賀
歌
と
序
詞
よ
り
の
影
響
を
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

 
こ
の
よ
う
な
「
の
」
を
連
ね
て
い
く
歌
は
集
中
に
約
五
十
ほ
ど
あ
り
、
そ
の

多
く
は
地
名
や
場
所
を
限
定
し
て
い
く
も
の
、
あ
る
い
は
序
詞
に
用
い
ら
れ
る
。

 
同
類
語
を
重
ね
て
い
く
歌
に
は
、

 
 
こ
ま
こ
を
 
ヒ
 
 
 
も

 
 
玉
垂
の
小
簾
の
垂
簾
を
行
き
か
ち
に
眠
は
寝
さ
ず
と
も
君
は
通
は
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
・
二
五
五
六
 
作
者
未
詳
）

等
の
例
が
あ
る
。
が
、
家
持
は
こ
の
歌
の
レ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
直
接
に
影
響
を
受

け
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
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l
 
 
 
l
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
一

①
あ
し
ひ
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
・
二
八
〇
二
 
作
者
未
詳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
あ
し
ひ
き
の
山
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
に
我
れ
は
ぞ
恋
ふ
る
君
が
姿
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
二
・
三
〇
五
一
 
作
者
未
詳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③
川
の
上
の
い
つ
藻
の
花
の
い
つ
も
い
つ
も
来
ま
せ
我
が
背
子
時
じ
け
め
や

 
 
も
．
（
四
・
四
九
一
寒
詣
刀
自
）

 
 
 
 
l
 
l
 
 
l
「
 
 
￥
l
I
I
に
」
一
九
三
一
 
作
者
未
詳
）

 
④
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
春
山
の
お
ぼ
つ
か
な
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
八
・
一
四
五
一
 
笠
郎
女
）

等
の
序
詞
の
構
造
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
上
句
は
、
下
句
を
き
わ
だ

た
せ
る
た
め
の
言
葉
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
駆
使
さ
れ
、
歌
の
意
は
下
句
に
こ
め
る

右
歌
聖
の
働
き
に
似
て
い
る
。
「
の
」
の
重
複
す
る
例
が
序
詞
に
多
い
こ
と
か

ら
も
、
こ
の
韻
律
を
基
底
と
し
た
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

 
さ
ら
に
も
う
一
点
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
新
年
舜
宴
歌
の
系
譜

で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
を
見
れ
ば
例
年
必
ず
新
年
の
朝
賀
が
あ
る
。

 
○
（
天
平
）
⊥
ハ
年
春
正
月
発
言
朔
。
天
皇
御
コ
中
宮
《
宴
二
侍
臣
一
嵩
7
五

 
 
位
壁
上
ヲ
於
朝
堂
二

 
〇
十
年
春
正
月
庚
午
朔
 
天
皇
コ
中
宮
一
翼
二
侍
臣
一
二
二
五
位
差
上
於
朝

 
 
堂
一

等
々
で
あ
る
。
家
持
も
天
平
十
七
年
春
正
月
に
は
従
五
位
下
と
な
り
初
め
て
列

席
し
た
。
又
天
平
）
十
七
年
春
正
月
己
未
朔
。
慶
朝
ス
…
…
是
ノ
日
。
宴
二
五

位
己
上
ヲ
於
御
在
所
く
。
賜
μ
禄
ヲ
有
レ
差
。
…
…
○
乙
七
草
。
天
皇
コ
大
安
殿
己
。

宴
7
五
位
母
上
｝
。
詔
メ
授
，
従
四
位
大
伴
宿
祢
午
養
従
三
位
。
…
…
大
伴
宿
祢

家
持
並
二
従
五
位
下
。
…
…
」
と
あ
る
。

大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
二
年
春
正
月
の
歌
 
卜
宴
と
孤
心
一

 
さ
ら
に
新
年
の
宴
席
歌
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
①
新
し
き
年
の
初
め
に
豊
の
稔
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
二
五
 
葛
井
連
諸
会
）

 
②
大
営
の
内
に
も
外
に
も
光
る
ま
で
降
ら
す
白
雪
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
七
・
三
九
二
六
 
大
伴
家
持
）

 
③
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
の
ほ
よ
取
り
て
か
ざ
し
つ
ら
く
は
千
年
寿
く
と
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
八
・
四
＝
二
六
 
大
伴
家
持
）

 
④
正
月
立
つ
春
の
初
め
に
か
く
し
つ
つ
相
し
笑
み
て
ば
時
じ
け
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
，
八
・
四
＝
二
七
 
大
伴
家
持
）

 
⑤
新
し
き
年
の
初
め
は
い
や
年
に
雪
踏
み
平
し
常
か
く
に
も
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
二
二
九
 
大
伴
家
持
）

 
⑥
新
し
き
年
の
初
め
に
思
う
ど
ち
い
群
れ
て
居
れ
ば
嬉
し
く
も
あ
る
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
九
・
四
二
八
四
道
祖
型
）

 
⑦
年
月
は
新
た
新
た
に
相
見
れ
ど
営
業
ふ
君
は
飽
き
足
ら
ぬ
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
二
九
九
 
大
伴
村
上
）

 
⑧
霞
立
つ
春
の
初
め
を
今
日
の
ご
と
絡
む
と
思
へ
ば
楽
し
と
そ
思
ふ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
三
〇
〇
 
大
伴
池
主
）

 
①
は
天
平
宝
字
三
年
の
最
終
歌
の
下
敷
き
と
な
っ
た
と
諸
家
に
指
摘
さ
れ
る

歌
で
あ
る
。
天
平
宝
子
二
年
の
初
子
の
歌
と
三
年
の
最
終
歌
に
は
新
春
の
賀
歌

と
し
て
歌
語
、
テ
ー
マ
と
も
に
類
似
が
多
く
、
①
④
⑤
⑥
⑦
⑧
が
二
年
三
年
の

新
春
弔
歌
と
ひ
び
き
合
っ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
ま
た
、
天
平
十
四

年
春
正
月
の
大
安
殿
で
の
騨
宴
で
六
位
以
下
の
人
達
が
歌
っ
た

 
ア
ラ
タ
シ
キ
ト
シ
ノ
ハ
ジ
メ
ニ
カ
ク
シ
コ
ソ
 
 
ツ
カ
ヘ
マ
ツ
ラ
メ
 
 
 
ヨ
ロ
ヅ
ヨ
マ
デ
ニ

「
新
年
丁
丁
。
何
久
志
肚
。
供
奉
良
米
。
万
代
摩
提
出
」
（
『
平
日
本
紀
』
）

や
琴
歌
譜
の
「
新
し
き
年
の
始
め
に
か
く
し
こ
そ
千
年
を
か
け
て
楽
し
き
を
へ
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め
」
等
も
影
響
し
て
い
る
。
言
い
換
え
ば
家
持
は
先
行
新
春
賀
歌
の
主
題
や
素

材
を
す
く
い
上
げ
つ
つ
、
独
自
の
表
現
の
あ
り
様
を
初
子
の
日
の
歌
で
見
い
出

す
の
で
あ
る
。
幽

五

天
平
宝
字
二
年
の
歌
の
背
後
に
は
奈
良
麻
呂
の
変
が
影
を
落
し
て
い
る
。
『
続

日
本
紀
』
に
は
奈
良
麻
呂
の
変
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ

 
 
（
天
平
宝
字
元
年
）
秋
七
月
戌
申
〈
略
〉
是
日
夕
。
中
衛
ノ
舎
人
從
八
位

 
 
上
上
ッ
道
臣
斐
全
都
告
二
円
相
で
酉
フ
。
今
日
末
ノ
時
二
。
空
前
ノ
国
ノ
守
小

 
 
野
ノ
東
人
喚
コ
斐
太
湖
↓
。
謂
テ
云
フ
。
有
コ
王
臣
諜
ル
一
爵
ノ
殺
サ
⊃
ト
皇
子
及
ヒ

 
 
内
相
↓
。
豊
能
ク
從
ハ
ン
ヤ
ト
乎
。
斐
太
都
問
テ
云
フ
。
王
臣
ト
ハ
蔭
言
』
↓
誰

 
 
等
ト
…
ヵ
耶
。
東
人
誉
へ
．
フ
云
フ
。
註
文
ノ
王
。
安
宿
ノ
王
。
橘
ノ
奈
良
麻
呂
。

 
 
大
伴
ノ
古
麻
呂
等
。
徒
衆
甚
多
シ
ト
。
斐
太
都
鳥
問
ヒ
テ
云
フ
。
衆
ノ
所
レ
謀

 
 
ル
者
將
二
碧
イ
ヵ
ン
為
ヵ
セ
ー
ン
ト
耶
。
東
人
誉
ヘ
テ
云
フ
。
所
レ
謀
ル
有
二
士
ッ
。
一

 
 
ニ
ハ
者
。
駈
曲
率
メ
精
兵
四
百
四
。
將
に
園
マ
⊃
ト
田
村
ノ
宮
↓
。
ニ
ニ
ハ
者
。
陸

 
 
奥
ノ
閑
談
大
伴
ノ
古
麻
呂
今
向
ユ
任
所
｛
。
行
テ
至
⊃
美
濃
ノ
関
，
㌔
。
詐
テ
構
”

 
 
病
ト
請
け
欲
ス
耳
相
二
見
テ
ー
ニ
ノ
親
情
り
。
蒙
一
フ
㈱
ト
官
ノ
聴
許
加
。
侃
テ
即
塞

 
 
ガ
ン
h
云
関
。
斐
太
都
塵
二
選
ク
メ
誉
ヘ
テ
云
フ
。
不
ゴ
斗
敢
テ
違
↓
レ
命
二
。
先
キ

 
 
レ
是
ヨ
リ
。
去
ヌ
ル
六
月
。
右
大
弁
臣
勢
ノ
朝
臣
堺
麻
呂
密
二
奏
ス
。
爲
メ
比
町
．

 
 
ハ
⊃
ヵ
藥
方
↓
。
詣
」
財
宮
本
ノ
忠
節
ヵ
宅
｛
。
忠
節
国
語
メ
云
フ
。
大
伴
ノ
古

 
 
麻
呂
告
ゴ
ァ
小
野
ノ
東
人
～
。
有
コ
人
離
一
レ
劫
ヵ
轡
⇒
ト
内
相
↓
。
汝
從
ヘ
ン
や
乎
。

 
 
東
人
誉
ヘ
テ
云
フ
。
從
ン
称
命
二
。
忠
節
聞
…
」
斯
ノ
語
り
以
テ
告
，
右
大
臣
｛
。

 
 
大
臣
誉
ヘ
テ
云
フ
。
大
納
言
年
少
シ
也
。
吾
加
⇒
教
則
↓
鳴
け
莫
フ
け
ム
殺
ス
フ

 
 
之
。
是
ノ
日
。
内
相
藤
原
ノ
朝
臣
仲
麻
呂
具
二
黒
⊃
其
ノ
状
↓
。
警
コ
衛
セ
シ
メ

 
 
内
外
ノ
諸
島
↓
。
乃
チ
遣
コ
高
麗
ノ
朝
臣
編
信
等
↓
。
率
け
兵
テ
追
ユ
捕
ト
・
フ
ヘ
シ

 
 
メ
小
野
ノ
東
人
。
扇
星
ノ
忠
節
煎
り
。
並
二
皆
捉
ト
ス
テ
獲
。
禁
コ
着
ス
左
衛
士

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
 
府
く
。
又
遣
”
兵
ヲ
園
マ
⊃
ム
道
租
ノ
王
ヲ
於
右
京
ノ
宅
｛
。
○
己
酉
。
勅
コ
右

 
 
大
臣
藤
原
ノ
朝
臣
曲
豆
成
。
中
納
言
藤
原
ノ
朝
臣
永
手
等
八
人
．
～
。
就
コ
左
衛

 
 
士
府
く
。
勘
］
問
セ
シ
ム
東
人
等
↓
。
東
人
確
ク
道
ロ
ツ
無
シ
噂
之
。
即
日
ノ
タ
。

 
 
内
相
仲
麻
呂
待
⊃
御
在
所
く
。
召
コ
塩
焼
ノ
王
。
安
宿
ノ
王
。
主
文
ノ
王
。

 
 
橘
ノ
奈
良
麻
呂
。
大
伴
ノ
古
麻
呂
五
人
↓
。
壷
皿
太
后
ノ
詔
窟
旦
テ
日
ク
〈
略
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
詔
詑
ッ
テ
五
人
退
コ
出
二
百
門
ノ
外
出
。
稽
首
メ
謝
以
思
ヲ
。
○
王
寺
。
詔
メ
。

 
 
更
二
面
コ
中
納
言
藤
原
ノ
朝
臣
永
手
等
↓
。
窮
二
間
セ
、
ン
ム
東
人
等
↓
疑
メ
云
フ
。

 
 
善
事
實
ナ
リ
也
。
無
げ
異
｝
斐
太
都
ヵ
三
囲
。
去
ル
六
月
中
。
期
會
メ
謀
”
事
ヲ

 
 
三
度
。
始
二
士
．
噸
奈
良
麻
呂
ヵ
轟
く
。
次
ハ
於
謬
図
書
無
辺
ノ
庭
口
。
後
ニ

 
 
ハ
於
．
噸
太
政
官
ノ
院
庭
己
。
其
ノ
衆
盛
者
安
宿
ノ
王
。
黄
文
ノ
王
。
橘
ノ
奈
良

 
 
麻
呂
。
大
伴
ノ
古
麻
呂
。
多
治
比
ノ
憤
養
。
多
治
比
ノ
礼
麻
呂
。
大
伴
ノ
池

 
 
主
。
多
治
此
ノ
鷹
主
。
大
伴
ノ
兄
人
ナ
リ
。
自
適
ノ
衆
口
者
闇
裏
ニ
メ
不
レ
三
二

 
 
其
ノ
面
↓
。
庭
中
ニ
メ
礼
コ
拝
シ
天
地
四
方
↓
。
共
二
等
ス
、
コ
監
汁
↓
。
將
二
以
テ

 
 
ニ
七
月
二
日
ノ
筆
頭
り
。
獲
”
兵
ヲ
園
「
、
一
内
相
ノ
宅
↓
。
殺
シ
劫
ヵ
メ
即
テ
園
「
、
一
大

 
 
殿
↓
。
退
⇒
払
皇
太
子
↓
。
二
二
傾
望
ア
皇
太
后
ノ
宮
↓
判
取
．
考
鈴
璽
↓
。
印
テ

 
 
召
コ
右
大
臣
↓
將
二
使
⇒
号
令
魂
。
然
事
後
二
百
”
帝
ヲ
。
藺
些
ア
四
王
ノ
中
↓

 
 
立
テ
以
テ
為
重
ン
駄
テ
君
ト
。
於
け
是
二
尊
二
半
レ
け
ル
告
ヶ
人
牛
田
。
書
け
來
ル
ニ

 
 
悉
ク
禁
着
シ
。
書
置
」
別
心
ぎ
一
二
勘
問
ス
〈
略
〉
杖
下
二
死
ス
。
〈
略
〉
或

 
 
ハ
死
コ
獄
中
弓
。
門
外
ハ
悉
ク
依
け
法
二
配
流
セ
ー
フ
ル
。

藤
原
仲
麻
呂
の
す
ば
や
い
動
き
に
よ
っ
て
橘
奈
良
麻
呂
の
変
は
忽
ち
に
封
じ
ら

れ
た
。
こ
の
時
の
死
刑
や
流
刑
者
は
四
四
三
人
（
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
七
月
）

に
な
る
と
い
う
。
家
持
が
昔
か
ら
親
し
か
っ
た
橘
奈
良
麻
呂
も
同
族
の
古
麻
呂
、
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歌
友
で
あ
っ
た
地
主
等
が
連
座
し
て
死
ん
だ
。
旧
伴
母
系
、
皇
親
系
貴
族
の
多

く
が
こ
の
変
に
加
わ
り
獄
死
し
た
り
流
刑
と
な
っ
た
。
家
持
は
奈
良
麻
呂
派
の

密
議
か
ら
身
を
そ
ら
す
よ
う
に
し
て
い
た
。
家
持
の
鋭
い
政
治
感
覚
と
も
い
わ

れ
て
い
る
が
、
仲
麻
呂
の
次
男
久
須
麻
呂
に
娘
が
嫁
ぎ
縁
戚
関
係
を
結
ん
で
い

た
ら
し
い
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
か
（
四
二
一
六
左
注
）
。

 
と
ま
れ
、
生
き
残
っ
た
家
持
に
と
っ
て
険
し
い
政
治
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の

時
期
、
慎
重
な
家
持
が
宴
席
歌
し
か
詠
ま
な
く
な
る
の
も
肯
け
る
。
そ
れ
で
も

な
お
賀
歌
に
自
ら
の
心
象
を
微
妙
に
重
ね
て
表
出
す
る
技
量
は
確
か
な
も
の
で

あ
る
。
初
子
の
歌
は
、
県
主
の
「
春
の
初
め
を
今
日
の
ご
と
見
む
と
思
え
ば
楽

し
と
そ
思
ふ
」
（
二
〇
ザ
四
三
〇
〇
）
と
ど
こ
か
で
呼
応
し
て
い
る
。
加
え
て
、

七
日
の
節
会
の
侍
宴
歌
に
、
遠
い
青
春
時
代
に
贈
ら
れ
た
笠
郎
女
の
相
聞
歌
、

「
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
春
山
の
お
ぼ
つ
か
な
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も
」
（
八
・
一

四
五
一
）
の
上
二
句
を
用
い
て
、

 
 
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
青
馬
の
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
・
四
四
九
四
）

と
歌
う
。
「
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
」
は
、
単
に
青
色
に
掛
か
る
序
詞
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
郎
女
の
独
自
の
表
現
で
、
恋
の
行
末
を
心
細
く
不
安
に
思
う
心
象
を

陰
影
に
富
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
に
し
て
い
る
。
意
識
的
で
あ
れ
、
無
意
識
で
あ
れ
未

来
に
対
す
る
家
持
の
不
安
が
笠
郎
女
の
序
詞
を
喚
び
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
削
ら
れ
た
下
句
の
「
お
ぼ
つ
か
な
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も
」
が
、
侍
宴
歌
の

「
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し
」
と
い
う
言
祝
ぎ
と
微
妙
に
響
き
合
い
、
家
持
の

孤
立
感
、
心
の
揺
れ
を
か
え
っ
て
浮
き
彫
り
に
す
る
。

 
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
初
子
の
日
の
宴
席
歌
に
は
、
惨
い
壊
れ
や
す
い

い
の
ち
の
揺
ら
ぎ
を
い
と
お
し
む
よ
う
に
玉
箒
の
破
璃
の
揺
ら
ぐ
音
に
耳
を
傾

大
伴
家
持
の
天
平
宝
字
二
年
春
正
月
の
歌
 
-
宴
と
孤
心
-

け
て
い
る
思
い
が
深
い
。
新
し
い
年
を
言
祝
ぐ
集
団
の
賀
で
あ
り
つ
つ
、
．
し
か

も
孤
独
な
好
情
性
と
祈
り
を
湛
え
て
い
る
。
集
団
の
賀
で
あ
り
な
が
ら
個
我
の

表
出
で
も
あ
る
と
い
う
、
宴
席
歌
の
好
情
と
表
現
の
方
法
の
熟
達
は
、
長
い
作

歌
歴
の
蓄
積
、
特
に
（
二
）
で
示
し
た
よ
う
に
数
多
く
の
宴
席
歌
作
歌
よ
り
切

り
拓
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
奈
良
麻
呂
の
変
以
後
の
緊
迫
し
た
政
治
状
況
が

契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

 
注
（
1
）
鈴
木
日
出
男
『
古
代
和
歌
史
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
 
一
九
九
〇
年
）

 
 
（
2
）
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
動
注
・
巻
二
十
』
（
有
斐
閣
 
昭
和
六
三
年
）

 
 
 
 
 
『
芸
文
類
聚
』
上
巻
（
中
文
出
版
社
 
昭
和
六
五
年
）

 
 
（
3
）
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全

 
 
 
 
 
集
．
萬
葉
集
四
』
（
小
学
館
 
昭
和
五
十
年
）
、
正
倉
院
事
務
所
編
 
 
句

 
 
 
 
 
集
『
正
倉
院
宝
物
（
南
倉
）
』
（
朝
日
新
聞
社
刊
行
 
平
成
元
年
）
 
 
臣

 
 
（
4
）
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
盲
・
巻
二
十
』
、
『
常
日
本
紀
』
（
貰
取
大
系
、

 
 
 
 
 
吉
川
弘
文
館
）

 
 
（
5
）
『
平
城
京
展
』
（
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
企
画
部
刊
 
一
九
八
九
年
）

 
な
お
、
本
文
の
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
万
葉
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
っ

た
。 

ま
た
「
初
春
」
の
用
例
に
つ
い
て
増
子
和
男
氏
に
、
第
二
一
八
回
梅
光
女
学
院

大
学
日
本
文
学
会
例
会
で
岡
田
喜
久
男
氏
に
貴
重
な
御
教
示
を
得
ま
し
た
。
記

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


